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【学会 記事】

ア レクセ イ ・ブズ ガー リン教授特別講演会

4月22日 午後,モ スクワ大学教授で 「社会主義.」理論に関する気鋭 の理論家 として知

られるA.V、 ブズガ リー ン氏 を迎 えて講演 会を開催 した。報告 タイ トル は 「先 進国社

会の変容 と 「社会主義1理 論の刷新 〕であった。

ここで は,ブ ズガー リン氏の報告 とそれ を受 けて の若干のデ ィスカッシ ョンの内容 を

紹 介 し,講 演 会の報告 とす る。

プズガー リン氏の報告は,大 きくは未来社 会における社会主義の展望 とソ連 社会主義

の性格 につ いて行わ れた。 ブズ ガー リン氏 はまず 「脱工 業 化」1「情 報化」 お よび 「グ

ローバル化」 といった諸傾向の中に将来の社 会主義 の基礎 を見いだ しなが ら市場 に対す

る社会的規制 の人間化 を論 じる。情報 化社会 では労働が機械の付属物 か ら自発 的なもの

へ肉体 的なものか ら創造的な ものへ と変化 し,労 働 をめ ぐる価値 観 もお.金や地位 を求め

る ものか ら自己の能力の社会的貢献 を追求す るものへ と変わった。 また世界全体 として

地球 を守 るとい う課題が 入類の前 に生 じ,知 的生産物に見 られるように市場的等価交換

が現在の移行過程 に適合 的か否かが問われている。 こうした中で お金や権力 にとらわれ

ない自主的組織化 とい う形態 をとる入間の集団的な力によ って社 会的 な規則が行われ る

ようにな る。市場 に対 して自主的 な組織化を通 じて人間的な労働 の枠が はめ られ,社 会

全体 で労働 時 間の短縮 が 図 られ 創造 的労 働 が市場 に よる障害か ら解 放 される。 また

NGO組 織 によるエ コロジー活動 な どにみ られ るよ うな世.界的規模 で地球 を守 る運動 は

未来社会の萌芽 を表す ものであ る。確かに80年 代 以降市場 万能論的新 自由主義的逆転傾

向がみ られ る。 しか し,こ れ は.一時的な ものであ り,今 日の現代資本 主義は市場 に対 し

てはは っきり制限 を課 してい るとする。

次 に ソ連 の 「社 会主義」 について。 ブズ ガー リン氏 はこれ を 「突然変異体的」 社会.正

義 と呼ぶ。 ここで 「突然変異体的」 とい うのは特殊 な状況 の中で奇形的に生まれ た とい

うことであるが,そ のことは必ず しも偶然的に生 まれたということを意味せず必 然的に

生まれたのだ とす る。 ソ連では,常 に 市場 が残 ってはいたが基本的には市 場をな くした

官僚の恣 意的な経済 とな・〕た。所 有 につ いて も社会的所有 は存在 したがそれは 自由な
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人 々の結合 による所有では な く,一 種 の官僚 に よる所 有 となった。 この ような体制の副

産物 として失 業 も残存 していた し国家資本主義的搾取 も存在 した。 また ブルジ ョア民主

主義を上回 るものが現れ ることな しに全体主義的な ものが現 れて しまった。 しか し国家

資本主義説は正確で はない とナ る。 とい うのは,第 一にそれで はある種 の資本主義 とい

うことにな って しま うが,基 本的 には市場経済ではな く計 画経 済で あった し,第 二 に自

由な労 働が存在 した ので はな く強制的な労働が行われていた し,第{に 熱狂や集団主義

とい った新 しい組織形態や金持ち志向で はない創造的労働志 向の新 しい価値観 にみ られ

るような社会主義的萌芽が存在 していたか らであ る。 このよ うな社 会主義 的なものと前

述 のような国家資本主義的な もの との両 方が生 まれたが全体 としては官僚主義 的社 会主

義 となった。 この ような考え方か らすれ ばよ りまっ とうな もの に社会主義を改善するこ

とが可能 だ ったのか とい う問題が存在す る ことになるが,歴 史 はや り直せ ないので この

問題は将 来的にどのような社会主義が再生され るか とい う形で存在 してい る。それは国

有や国家 的組織形態で はな く自主的組織 形態による社 会主義 の再生であ る。

以上がブズ ガー リン氏 の講演の基本的内容であるが,以 ドのような疑問点が提出され

た。第一に,資 本一 賃労働関係ない し搾 取の有 無 こそが資本主義か社会主義かを決める

べ き基準 なので はないのか,第 二に,現 在 の先 進国における新 自由主義的傾向は反動 的

な もの とい うよ り,新 しい ソラ ト化社会形成の ワンステ ソプと捉え るべ きではないのか,

第三に,ブ ズガー リン氏 は中国 は社会主義維持 の方向に向か ってい るとい う認識の もと

ロシ アの資 本主義化 に反対 してい るが,中 国の現実は資本主義化で あ りロシアの 「脱資

本主美化」 は時期 尚早で はないのか,第 四に,「 突然変異体的」社会主義 とい う規定は

旧体制の成果を否定 しているか に見 えるがそ こには評価され るべ き多 くの諸側面があ っ

たのではないか,な どで ある。

ソ連 「社会主義 」の性格 について は,確 か に論争のある ところで ある。 この問題 に接

近す る上で大変意義 ある講演会であ った。

(大西 広〉


